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平成２９年６月井手町議会（定例会）会議録（第１号） 

 

招集年月日 

     平成２９年６月１５日 

招集の場所 

     井手町役場議場 

開閉会日時及び宣告 

     開会 平成２９年６月１５日午前９時５８分 議長 丸山久志 

     閉会 平成２９年６月１５日午後１時１６分 議長 丸山久志 

応招議員 

       １番 谷田 利一      ２番 西島 寛道 
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       ５番 古川 昭義      ６番 村田 忠文 

       ７番 丸山 久志      ８番 中坊  陽  

       ９番 谷田  操       10番 木村 武壽 

不応招議員 

       な  し 

出席議員 

       １番 谷田 利一      ２番 西島 寛道 

       ３番 岡田 久雄      ４番 岩田  剛  

       ５番 古川 昭義      ６番 村田 忠文 

       ７番 丸山 久志      ８番 中坊  陽  

       ９番 谷田  操       10番 木村 武壽 

欠席議員 

       な  し 

会議録署名議員の氏名 

       ６番 村田 忠文      10番 木村 武壽 

本会議に職務のため出席した者の職氏名 

 議 会 事 務 局 長 野﨑 裕美     議 会 書 記  平間 克則 

 議 会 書 記  坂井幸一郎     議 会 書 記  岩村 恭子 

地方自治法第１２１条の規定により、説明のため会議に出席した者の職氏名  

 町 長 汐見 明男     副 町 長 中谷 浩三 
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 教 育 長 松田  定      理事兼総務課長事務取扱 脇本 和弘 

 理事兼地域創生推進室長事務取扱 後藤 崇文     理事兼建設課長事務取扱 中村 秀一 
 
                    教育次長・山吹ふれあいセンター所長兼   理事兼上下水道課長事務取扱 松山 正伸              中島 一也 
                    学校教育課長、自然休養村管理センター館長兼務 
 

 企 画 財 政 課 長 花木 秀章     税 務 課 長   乾  浩朗 

 会計管理者・会計課長兼務 光田 恵理     住 民 福 祉 課 長 中坊 玲子 

 保 健 医 療 課 長 中谷  誠      高 齢 福 祉 課 長 寺井 佳孝 
 
 保健センター所長・            小笠原温美     産 業 環 境 課 長 菱本 嘉昭 
 地域包括支援センター所長兼務 
 

 上 下 水道課参事  森田  肇      同和・人権政策課長  西島 豊広 
 
 いづみ人権交流センター所長・           社 会 教育課長・            野田 昌司              高江 裕之 
 いづみ児童館長兼務            図 書 館 長 兼 務 
 

 学校給食センター所長 奥山 英高 

議事日程 

     別紙のとおり 

会議に付した事件 

     別紙のとおり 

会議の経過 

     別紙のとおり 



 

－３－ 

平成２９年６月井手町議会定例会 

 

議 事 日 程〔第１号〕 

平成２９年６月１５日（木）午前１０時開議 

 

第１ 会議録署名議員の指名 

第２ 会期の決定 

第３ 諸般の報告 

第４ 一般質問 

第５ 議案第９号 井手町水道事業給水条例の一部を改正する条例制定の件 

第６ 請願第１号 拙速な水道料金値上げを行わないよう求める請願 

第７ 議案第32号 井手町教育委員選任につき同意を求める件 
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議事の経過 

 

議長（丸山久志）  皆さん、おはようございます。早朝よりのご参集、ご苦

労さまでございます。 

 平成２９年６月定例会を開会するに当たり、一言ご挨拶を申し上げます。 

 議員並びに理事者各位には、ご多用のところご出席を賜り、厚くお礼を申

し上げます。 

 さて、本日、汐見町長より６月定例町議会を招集されました。各議案につ

きまして慎重にご審議をいただきますとともに、理事者各位につきましては

適正かつ明確な答弁をいただきまして、住民の信頼と負託に応えられますよ

う期待をします。 

 梅雨の季節となりましたが、議員並びに理事者各位におかれましては、体

調の管理に十分ご留意をいただきますとともに、円滑な議会運営が行われま

すようお願いを申し上げまして、開会の挨拶といたします。 

 ただいまの出席議員数は１０名であります。定足数に達しておりますので、

平成２９年６月井手町議会定例会を開会します。 

 これから本日の会議を開きます。 

 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定によって、６番、村田忠文

議員、１０番、木村武壽議員を指名いたします。 

 以上の両議員に差し支えのある場合には、次の順序の議席の方にお願いい

たします。 

 日程第２、会期の決定を議題にします。 

 お諮りします。本定例会の会期は本日から６月３０日までの１６日間にし

たいと思います。ご異議ありませんか。 

     （「異議なし」の声あり） 

議長（丸山久志）  異議なしと認めます。したがって、会期は本日から６月

３０日までの１６日間に決定しました。 

 今期定例会に提出されております案件は、条例制定の件４件、平成２９年

度補正予算１件、同意案件１件、専決処分７件、繰越明許費繰越計算書１件、

繰越計算書１件、並びに一般質問は８名であります。 

 なお、本日の会議は、皆様のお手元に配付しております議事日程のとおり
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であります。 

 それでは、審議を行います前に、今期定例会に町長より挨拶をいたしたい

旨申し出がありますので、これを許します。 

 汐見町長。 

町長（汐見明男）  皆さん、おはようございます。 

 本日、ここに６月定例町議会を招集いたしましたところ、議員各位におか

れましては、公私何かとご多用の中ご参集いただきまして、まことにありが

とうございます。平素は町政進展のため絶大なるご協力を賜り、住民ととも

に深く感謝しているところでありまして、この機会に厚くお礼を申し上げま

す。 

 さて、平成２８年度の出納整理期間も５月３１日をもって終了いたしまし

たので、平成２８年度の各会計別の収支状況をご報告させていただきます。 

 まず一般会計でありますが、町税収入では、個人町民税の減収によりまし

て約８億７，３００万円、前年度に比べ約２，１００万円、率にして２．４％

減となる見込みであります。 

 また、普通交付税につきましても、国勢調査が実施され人口が減少したこ

となどにより約１２億８，３００万円、前年度に比べ約６，７００万円、率

にして５％の減となる見込みであります。 

 特別交付税は、東日本大震災の復興や全国各地で発生している被災地への

重点配分により、前年度を大きく下回るのではないかと大変心配をしており

ましたが、約３億６，５００万円、前年度に比べ約３００万円、率にして０．

６％の増となる見込みであります。 

 そのほか、未来づくり交付金をはじめ、他の補助金等につきましても、従

来どおり京都府より手厚いご支援をいただいた結果、歳入総額約４５億７，

２００万円、歳出総額約４１億５，８００万円で、繰越明許費を除いた実質

収支額は約３億７，０００万円の黒字となる見込みであります。 

 中身的にも、温室効果ガスの削減を図るための公共施設や街灯のＬＥＤ照

明整備、バリアフリー検討委員会からの意見を反映したＪＲ山城多賀駅エレ

ベーター整備、タクシー料金の一部を助成する福祉タクシー事業、子育てを

支援するための医療費助成や病児保育事業、身近な歴史的施設周辺を愛着の

ある道路空間として活用する歴史と自然が薫る道づくり事業、大規模地震に

より消火栓が使用できない状況を想定し、さらなる防災・減災のための耐震
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性防火水槽の設置、児童・生徒の学習意欲を高めるとともに学力向上を目指

す数検や英検のチャレンジ推進事業、数年先を見据えた庁舎等整備基金への

積み立てなど、一層充実した内容となっております。 

 しかし、本町の財政は自主財源に乏しく、地方交付税や国・府支出金など

の依存財源に頼っていることから、経済動向や国・府の状況によりまして大

きな影響を受けるという構造でありますので、今後も行財政運営には十分な

注意が必要であると考えております。 

 次に特別会計でありますが、国保会計を除く全ての会計の実質収支額は黒

字になる見込みであります。 

 なお、実質収支が赤字の国保会計は、赤字補塡として借り入れました広域

化等支援基金貸付金６，１５０万円の償還金として、毎年１，２３０万円を

一般会計から法定外繰り入れしておりますが、今年度はさらに１，３００万

円を一般会計から繰り入れしても約２００万円の赤字が出る見込みでありま

して、大変深刻な財政状況にあります。 

 それでは、今次定例会に提出いたしました議案第２７号、職員の勤務時間、

休暇等に関する条例等の一部を改正する条例制定の件ほか、１４件の案件に

つきまして、その概要をご説明申し上げます。 

 議案第２７号は、児童福祉法の改正に伴う条例の一部改正であります。  

 議案第２８号は、墓地の現状に合わせ、設置箇所等を修正する条例の一部

改正であります。 

 議案第２９号は、非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定める政令が

改正されたことに伴う条例の一部改正であります。 

 議案第３０号は、多賀地区ゲートボール場の廃止に伴う条例の一部改正で

あります。 

 議案第３１号は、平成２９年度一般会計の補正でありまして、補正総額は

１，３６０万円の増で、補正後の一般会計予算は４５億３，２６０万円であ

ります。 

 歳出につきまして、その概要をご説明申し上げます。 

 まず総務関係では、４つの区に対する宝くじコミュニティ助成に１，００

０万円、本町の空き家バンクへの登録をさらに促進するため、空き家再生支

援に２５０円それぞれ計上いたしております。 

 次に商工関係では、お茶の京都をきっかけに交流人口の拡大に取り組む住
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民団体を支援する、地方創生に向けて頑張る地域応援事業助成に１０４万９，

０００円計上いたしております。 

 次に教育関係では、多賀小学校で役立てていただきたいとのことでご寄附

をいただきましたので、その趣旨に沿いまして図書購入に５万１，０００円

計上いたしております。 

 以上が歳出予算の概要でありまして、その財源といたしましては、府支出

金１２５万円、寄附金５万１，０００円、繰越金１２５万円、諸収入１，１

０４万９，０００円計上いたしております。 

 議案第３２号は、任期満了に伴う委員の選任についてでありまして、ご同

意願いたく提案するものであります。 

 報告第１号から報告第７号までの７件は、地方自治法第１７９条に基づく

専決処分でありまして、地方自治法の規定に基づき議会に報告し、承認を得

ようとするものです。 

 報告第８号及び報告第９号の２件は、いずれも平成２８年度より繰り越し

た事業につきまして、地方自治法施行令及び地方公営企業法の規定に基づき

報告するものであります。 

 以上が本日提出いたしました議案等の内容でありまして、詳細につきまし

ては、各担当よりそれぞれ補足説明いたさせますので、何とぞ慎重ご審議の

上、ご可決賜りますようお願い申し上げまして、私の挨拶並びに提案説明と

させていただきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

議長（丸山久志）  引き続きまして、去る４月１日付の人事異動によりかわ

られた方の紹介を中谷副町長よりお願いします。 

 中谷副町長。 

副町長（中谷浩三）  それでは、私の方から、この４月１日付で人事異動を

行いまして、それに伴います管理職のご紹介を申し上げます。 

 まず、いづみ人権交流センター所長、いづみ児童館長兼務の野田昌司でご

ざいます。 

いづみ人権交流センター所長（野田昌司）  野田です。よろしくお願いいた

します。 

副町長（中谷浩三）  次に、同和・人権政策課長の西島豊広でございます。 

同和・人権政策課長（西島豊広）  西島です。よろしくお願いします。 

副町長（中谷浩三）  次に、保健医療課長の中谷 誠でございます。 



 

－８－ 

保健医療課長（中谷 誠）  中谷です。よろしくお願いします。 

副町長（中谷浩三）  次に、給食センター所長の奥山英高でございます。 

学校給食センター所長（奥山英高）  奥山でございます。よろしくお願いい

たします。 

副町長（中谷浩三）  以上が今回の異動でかわりました管理職でございます。

今後ともよろしくお願い申し上げます。 

議長（丸山久志）  次に、議会事務局の紹介を野﨑事務局長よりいたさせま

す。 

 野﨑事務局長。 

議会事務局長（野﨑裕美）  引き続きまして、議会事務局の職員の紹介をさ

せていただきます。書記の岩村恭子であります。 

議会書記（岩村恭子）  岩村です。よろしくお願いいたします。 

議会事務局長（野﨑裕美）  同じく坂井幸一郎であります。 

議会書記（坂井幸一郎）  坂井です。よろしくお願いします。 

議会事務局長（野﨑裕美）  どうかよろしくお願いします。 

議長（丸山久志）  日程第３、諸般の報告を行います。 

 監査委員から３月分、４月分、５月分の例月出納検査結果報告の受理、ま

た、上下水道課より水道水分析結果報告書の提出がありましたので、その写

しをお手元に配付しておりますので、ごらんおき願います。 

 これで諸般の報告を終わります。 

 日程第４、一般質問を行います。 

 一般質問通告書を提出された方は８名であります。発言の順番は受付順に

いたします。 

 この際、申し上げます。質問についての発言時間はそれぞれ２０分以内と

いたします。 

 順次質問を許します。 

 谷田利一議員の質問を許します。 

     （挙手する者あり） 

議長（丸山久志）  谷田利一議員。 

１番（谷田利一）  １番、谷田利一。私の方からは、通告書に基づいて大き

く２点についてご質問いたします。よろしくお願いいたします。 

 １点目の質問ですが、区、各自治会への運営補助についてご質問いたしま
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す。 

 本町におきましては、区の活動に対する補助制度はございません。宝くじ

助成などに努力いただいていることは高く評価いたしますが、現在、区長・

副区長への謝礼と広報配布にかかわる委託金のみであり、自治会の各種事業

や環境整備等の活動の促進及び活性化のための支援制度がありません。各区、

自治会では、区費で全てを賄い、各種事業、子ども会から高齢者の各種団体

への助成などを実施している状況であります。 

 行政としても、各種事業に住民の協力があって成り立っているものと思っ

ていますし、また、地域住民の活性化により、よりよい井手町の発展につな

がるものと考えます。 

 近隣の町と比べましても、制度がないのは、私が調べたところ、井手町の

みであります。ちなみに、隣の宇治田原町では、仮に３５０世帯の区では、

区長報償が６０万円、これは広報の配布も含んでおります、自治会運営費助

成は９４万円であります。並びに、久御山町、精華町も実施されております。 

 本町も区の自治振興と活性化のために自治会運営補助制度の制定を求めま

すが、本町の見解を伺います。 

 大きく二つ目に、学校給食についてお伺いいたします。 

 本町では、学校給食における食物アレルギーへの対応について、今年度実

施に向けて、現在、施設の改修、調理手順、対象児童・生徒への提供方法、

チェックシステム等が十分検討されながら進められておると思います。この

取り組みについては、いち早く取り組んでいただいたことに、対象児童・生

徒たちにとりましてはありがたいことだと思います。 

 しかし、近隣市で、ことし４月に食物アレルギー除去食を誤配する事故が

発生いたしました。また、報道によりますと、本日も事故発生を取り上げて

おります。取り扱いについては周知徹底するよう通知し、再発防止に努めら

れていますが、あってはならない命にかかわる重大問題として、二度とこの

ようなことがないように全力を尽くしてほしいと思います。 

 そこで、本町でも今年度から取り組みされるに当たり、食物アレルギーの

対応マニュアルの作成、運用の徹底などはどのように考えておられるのかを

お伺いいたします。 

 以上、よろしくお願いします。 

議長（丸山久志）  答弁願います。 
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     （挙手する者あり） 

議長（丸山久志）  脇本総務課長。 

理事（脇本和弘）  谷田利一議員のご質問にお答えいたします。 

 １点目の区（自治会）への運営補助についてでありますが、近隣の市町村

へ確認したところ、運営補助を出しているところ、出していないところ、そ

れぞれありますが、本町の区への運営補助の基本的な考え方につきましては、

各区において運営も活動も異なり、まさに自治組織として自主的な運営を行

っていただいていると承知いたしておりまして、このようなことから運営に

対する助成は行っておりません。 

 しかし、これまでから実施しております公民館新築補助や改修補助、各区

で必要な備品を購入するためのコミュニティ助成など、これからもしっかり

と応えてまいりたいと考えております。 

     （挙手する者あり） 

議長（丸山久志）  奥山給食センター所長。 

学校給食センター所長（奥山英高）  ２点目の学校給食についてであります

が、食物アレルギー対応マニュアルにつきましては、平成２７年１０月に策

定し、これまで運用してまいりました。今年度から食物アレルギーの原因と

なる食材の除去や代替食の提供を始めることから、献立表による保護者との

調整、調理、配缶、配膳の確認などの手順やチェック体制を明確にするため、

教育委員会、学校給食センター、各学校で構成する井手町食物アレルギー対

策検討会議でマニュアルの改定作業を進めており、７月末をめどに改定を終

える予定であります。 

 次に、運用の徹底につきましては、施設の整備にあわせて、対象児童・生

徒専用の食缶と、色を変えたトレーに名札をつけ、デザインを変えた食器を

準備しておりますが、さらに、学校現場と学校給食センターにおいて、マニ

ュアルに基づくテストを十分に行うとともに、対象児童・生徒ごとに作成す

るチェック表により確実に運用を図ってまいりたいと考えております。  

 また、学級全体に食物アレルギーに対する理解を深める指導もあわせて進

めていくこととしております。 

 いずれにいたしましても、議員が懸念されている命にかかわる重大事故が

起こることのないよう、マニュアルに基づく運用の徹底に努めてまいりたい

と考えております。 
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議長（丸山久志）  再質問ございませんか。 

 次に、岩田 剛議員の質問を許します。 

     （挙手する者あり） 

議長（丸山久志）  岩田 剛議員。 

４番（岩田 剛）  ４番、岩田 剛です。既に提出しております２点につき

まして、質問をさせていただきます。 

 まず１点目でありますが、ＪＲ玉水駅の構内にある「水害遺構の石」の処

理についてであります。 

 昭和２８年の８月１５日未明に発生した南山城大水害から、はや６４年が

経過しようとしております。南山城全体では、被災者約２万８，０００人、

亡くなったりけがをした人は約１，７００人、家屋の被害は約１，３００戸

を超えた大きな災害でありました。中でも本町の被害は特に大きく、亡くな

ったり行方不明になった人は１０７名、けがをした人は４３２名、壊れた家

は４４４戸に上りました。 

 この災害で、玉川上流からは水とともに大きな石が流され、その中の大き

な石が現在のＪＲ玉水駅構内のプラットホームに保存されております。その

石の傍らには石の由来が記された説明板が設置され、観光ガイドでは町外か

らのお客様に大水害の様子や石の由来を説明しております。 

 しかし、今回の玉水駅の大規模改修に伴い、この石を撤去するという計画

があるやに聞いております。この石は、本町住民はもちろんのこと、特に大

水害で大きな被害を受けた人や家族を亡くされた人にとっては、唯一の水害

遺跡としてまことに大切なものであり、水害の遺構として何としても保存し

てほしいと思っておられるものであります。 

 また、この石に関しては小学校３年生、４年生の教科書の副読本でも取り

上げられ、授業でも毎年活用されており、ＪＲが駅の工事に伴い撤去すると

いうのは大変遺憾であります。この貴重な文化遺産を後世に伝えるためにも、

本町を挙げて、石の移転・保存に向けた交渉をＪＲ側と行っていただきたい

と思います。町長の見解をお伺いいたします。 

 ２点目でありますが、災害発生時の緊急通報装置の設置についてでありま

す。 

 最近、全国各地で地震が頻発しており、東南海・南海地震がいつ発生して

もおかしくない状況であるとの懸念が云々されております。水害はもちろん
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のことでありますが、地震災害は一旦発生いたしますと影響が広範囲に及び、

道路は災害発生と同時に通行不能となり、広報車だけでは到底対応すること

はできなくなります。また、特に屋外にいる人や来町者には、町の状況を緊

急通報装置で周知するのが非常に有効ではないかと思います。役場庁舎から

町内住民等に一斉に緊急通報できる装置を早急に設置する必要があるのでは

ないかと考えます。 

 現在、役場庁舎の移転計画が練られておりますが、できるだけ早い機会に

緊急通報装置の設置を検討いただくよう要望したいと思います。町長の見解

をお伺いいたします。 

 以上であります。 

議長（丸山久志）  答弁願います。 

     （挙手する者あり） 

議長（丸山久志）  汐見町長。 

町長（汐見明男）  ２点とも、私の方からお答えさせていただきます。 

 １点目のＪＲ玉水駅構内にある巨石の処理についてでありますが、本年２

月にＪＲの方から、ホームへおりる階段の基礎を設置するに当たり当該巨石

が支障となるので、井手町の意向を聞かせてもらいたいとの問い合わせがあ

りました。 

 まず、顧問弁護士に巨石の所有権はどこにあるのかを確認いたしましたと

ころ、６４年間ＪＲ敷地にあることや玉水駅名で記念碑が立てられているこ

となどから、法的にはＪＲのものであるとのことでありました。 

 しかし、旧国鉄時代から、後世のために巨石を残すべきと判断をされ保存

してこられているので、引き続き保存してもらうべきではないかとお答えを

いたしております。 

 その後、５月３０日にＪＲから、地元の意見を尊重し、撤去ではなく別の

場所に移設する方向で協議したいとの連絡がありました。 

 今後、将来にわたって問題が生じないよう、顧問弁護士とも相談をしなが

ら保存に向けて協議してまいりたいと考えております。 

 ２点目の災害発生時の緊急通報装置の設置についてでありますが、ご承知

のとおり、現在、新庁舎建設に向けて取り組みを進めておりますが、この新

庁舎建設時にどのようなシステムや手段で整備するのがよいのか、関係機関

に意見等を聞きながら、一番効果的な方法を検討してまいりたいと考えてお



 

－１３－ 

ります。 

 以上です。 

議長（丸山久志）  再質問ございませんか。 

     （挙手する者あり） 

議長（丸山久志）  岩田 剛議員。 

４番（岩田 剛）  今、町長からご答弁をいただきまして、ほっといたしま

した。ありがとうございます。前向きに検討いただいているということであ

りますので、一安心をいたしました。 

 それと、今の緊急通報装置でありますが、設置してすぐに役場の移転とい

うことになりますと大変なロスも発生すると思いますので、すぐにどうのこ

うのということではないと思いますけども、できるだけ早い機会に、住民の

安全を確保するための一つの大事なツールとして整備いただきたいというふ

うに思います。どうもありがとうございました。 

議長（丸山久志）  次に、西島寛道議員の質問を許します。 

     （挙手する者あり） 

議長（丸山久志）  西島寛道議員。 

２番（西島寛道）  ２番、西島寛道。事前に通告しておりました鳥獣対策に

ついてお伺いいたします。 

 本町では、野生鳥獣による被害が深刻化、広域化してきています。農家の

方が大切に育ててきた農作物が一夜にして食い荒らされてしまい、耕作意欲

が減少し、耕作をやめてしまわれた方もおられるとお聞きします。  

 ことしは、本町の特産物でもあるタケノコが不作の年でした。それに輪を

かけてイノシシが多く出没し、竹やぶを荒らし、昨年の半分以下の売り上げ

しかなかった農家の方もおられるようです。 

 近年、日本の野生鳥獣の総被害額は２００億円前後で推移しています。農

林水産省によるとその原因は、人口減少、集落の高齢化、耕作放棄地の増加、

猟師の減少など、さまざまな要因が挙げられていますが、本町においてもそ

の要因は顕著にあらわれていると思われます。また、被害内容は居住区にま

で及んでいるため、住民が襲われる事態も懸念されます。 

 このようなことから、全国で鳥獣被害対策実施隊を設置されている自治体

は年々増加し、平成２８年４月の段階で１，０７０団体を超えたとお聞きし

ています。 
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 鳥獣被害対策実施隊の取り組み概要は各自治体さまざまで、宮城県村田町

では、町長指揮のもと、隊長１名、副隊長１名、隊員２８名とした消防団の

ような編成を組まれて追い払いなどの活動をされているところや、三重県津

市のように猿の捕獲に２万５，０００円の懸賞金をかけるところ、また、男

性が留守がちになる日中の猿被害対策として、女性を対象に、猿の撃退に効

果があると言われている空気銃の取り扱いを指導されているところもあると

お聞きします。 

 本町では、防護柵・電気柵の設置や猟友会との連携、また、産業課の職員

が花火やスターターピストル等で追い払いといった実践的活動がなされてい

ますが、害獣がここまで増加してきますと、その対応も年々難しくなってく

ると思われます。 

 また、農家が個々で対策を講じても、町全体での鳥獣被害の減少にはつな

がりません。いっそのこと、万灯呂山かどこかに猿を集めてモンキーパーク

をつくり、観光名所にするのも一計かと存じますが、なかなか難しいと思わ

れます。 

 そこでお伺いします。本町での鳥獣被害の現状と、今後どのように対策を

考えておられるのかお聞きします。 

 以上です。よろしくお願いします。 

議長（丸山久志）  答弁願います。 

     （挙手する者あり） 

議長（丸山久志）  菱本産業環境課長。 

産業環境課長（菱本嘉昭）  西島議員のご質問にお答えいたします。 

 本町の鳥獣被害の現状と対策についてでありますが、まず一つ目の現状に

つきましては、出荷用農作物被害で言いますと、本町の調査初年度の平成２

２年度では被害面積５１アール、被害額約１１３万円であったものが、平成

２８年度では被害面積１４５アール、被害額約１４８万円と推移しており、

このほか自家消費用農作物の被害についても近年拡大いたしております。被

害を与えている鳥獣は主にイノシシ、鹿、猿、アライグマであり、被害の品

目は野菜、水稲、果物、タケノコなどがあります。 

 これまで行ってきた対策につきましては、井手町鳥獣被害防止計画に基づ

き、猟友会への捕獲や追い払いの依頼、また役場職員による定期的なパトロ

ール、農地所有者が行う防除柵の設置による防除、ロケット花火やスタータ
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ーでの追い払いや捕獲おりの貸し出し実施などを行ってきましたが、解決に

は至っておりません。 

 次に、今後の対策につきましては、今まで取り組んできた対策を継続する

ことに加え、地域ぐるみで防除する取り組みが効果的と言われておりますの

で、ＪＡ京都やましろと連携し、地域での講習会や地域住民の集団による追

い払いなど検討を行い、鳥獣被害対策に取り組んでまいりたいと考えており

ます。 

議長（丸山久志）  再質問ございませんか。 

     （挙手する者あり） 

議長（丸山久志）  西島寛道議員。 

２番（西島寛道）  現在、私、少年野球で、町長旗争奪少年野球大会が新四

郎山の方をお借りしてさせていただいているところでありますけれども、土

曜日、日曜日の朝になりますと、猿がたくさん群れをつくりまして、グラウ

ンドの中は鹿のふんだらけ、まずその処理から行ってグラウンド整備という

順番で今はやっているんですけれども、私のような大人でも、猿に石とかを

投げて追い払いをするんですけども、威嚇して、なかなか逃げてくれない現

状です。また、これが女性や子どもたちであれば、なおさら危険だと思いま

すので、一日も早い対策を講じていただけますよう要望いたしまして、私の

質問を終わらせていただきます。 

議長（丸山久志）  次に、岡田久雄議員の質問を許します。 

     （挙手する者あり） 

議長（丸山久志）  岡田久雄議員。 

３番（岡田久雄）  ３番、岡田久雄です。事前に通告しておりました次の２

点につきまして、一般質問をさせていただきます。 

 まず初めに、新設公園並びに防災機能を備えた公園整備について質問をい

たします。 

 公園には大型複合遊具や健康遊具などが整備され、住民の憩いの場として

活用される一方で、近年においては、大地震などの災害発生時には周辺住民

の広域避難地として、防災機能を備えた防災拠点としても整備される公園が

ふえてきています。 

 そこで、次のことについて質問をいたします。 

 １、防災機能を備えた公園整備についての本町の考え。 
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 ２、本町にある公園で、災害時の備えとして、かまどベンチや防火水槽等

を整備される公園はどれくらいあるのか。 

 ３、本町に既にある公園で、新たに防災機能を備えた防災拠点となる公園

に整備をしようと考えている公園、または防災広場にしようと考えている公

園はあるのか。あれば、その整備内容についてお伺いします。 

 ４、現在本町にある公園で、公園としての機能を果たせていない公園を今

後どのように整備されるのか、また、草刈りや遊具の安全点検の取り組みは

現在どのようにされているのか、お伺いいたします。 

 ５、白坂地域内の新設公園整備について、いつごろどのような規模、内容

の公園に整備しようと考えておられるのか、お伺いいたします。 

 次に、小・中学生の熱中症対策について質問いたします。 

 小・中学生は脱水になりやすい生活環境の中にいます。また、脱水ケアと

いう視点で見ると、学校という特殊な環境がさまざまな問題をはらんでいま

す。小・中学校の子どもたちは脱水になりやすいという意識をしっかり持っ

て、十分な対策をとっておくことが必要な時代であると思います。  

 熱中症の予防は、脱水症を予防することが基本です。熱中症を防ぐための

対策の第一は、脱水症を起こしやすい環境に注意を配ること、そして毎日の

行動の指針となる情報をチェックして、日常生活で脱水をケアする習慣を身

につけておくことだと思います。 

 そこで、次のことについて質問をいたします。 

 １、熱中症にならないために、本町の小・中学校では、学校内での暑さ対

策や安全な水分補給など、どのような対策をとられているのか。 

 ２、熱中症にならないために、児童・生徒にどのような指導をされている

のか。 

 ３、体育の授業や野外活動、またクラブ活動等で生徒・児童が熱中症にな

ったときに、先生がどのように対応するのかの知識を持っていることが重要

であると考えます。先生の知識の習得などはどのようにされているのか。 

 ４、小・中学生の脱水症状のケアには経口補水療法があると聞いています

が、どのような療法なのか、お伺いいたします。 

 以上です。よろしくお願いします。 

議長（丸山久志）  答弁願います。 

     （挙手する者あり） 
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議長（丸山久志）  中村建設課長。 

理事（中村秀一）  岡田議員のご質問にお答えいたします。 

 １点目の新設公園及び防災機能を備えた公園整備についてでありますが、

一つ目の防災機能を備えた公園整備につきましては、これまでに公園や防災

広場などに水利を確保するための防火水槽を設けたり、かまど型ベンチを設

置するなど、防災機能の強化を図ってきております。今年度におきましては、

泉ヶ丘児童遊園、いづみ公園、多賀地区ゲートボール場跡地を整備する予定

であります。 

 四つ目の今後の整備、草刈りや遊具の安全点検などにつきましては、草刈

りについては、玉川さくら公園、いづみ公園などの大規模な公園は年１回か

ら２回の除草作業を行っておりますが、その他の身近な公園の除草につきま

しては、地元にてご協力いただいております。 

 なお、開発に伴って設置された小規模な公園などについては、地元区や周

辺住民の方々と相談しながら、どのような有効利用が図れるのか検討してま

いりたいと考えております。 

 次に、遊具の安全点検につきましては、基本的には年２回のほか、地元か

らの情報がある場合は随時、遊具が設置されている全ての公園で職員の目視

による点検やネジなどの緩み点検などを行い、危険な遊具がある場合は撤去

及び修繕を行っております。 

 五つ目の白坂地域内で開発事業者が井手町地内で整備を予定している公園

につきましては、完成予定は平成３０年５月、面積約３，１００平方メート

ルで、事業者から町に寄附をされた後は災害時に避難場所として利用してい

きたいと考えております。 

 以上です。 

議長（丸山久志）  答弁願います。 

     （挙手する者あり） 

議長（丸山久志）  脇本総務課長。 

理事（脇本和弘）  二つ目の災害時の備えのある公園がどれぐらいあるのか

につきましては、かまど型ベンチと防火水槽を設置している公園は２カ所、

かまど型ベンチのみ設置している公園は２カ所、防火水槽のみを設置してい

る公園は１０カ所であります。また、防災広場については、かまど型ベンチ

と防火水槽を設置しているのは５カ所、かまど型ベンチのみが１カ所、さら
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に緑地については、防火水槽のみが３カ所、計２３カ所の公園や防災広場、

緑地において災害に備えて整備しております。 

 三つ目の防災広場としての公園整備につきましては、本年度の事業といた

しましては、泉ヶ丘児童遊園に４０立方メートルの防火水槽、かまど型ベン

チの設置、アスファルト舗装などを整備するために１，７００万円を計上い

たしております。また、いづみ公園や多賀地区ゲートボール場跡地にかまど

型ベンチの設置、アスファルト舗装などを整備するために２，１００万円を

計上いたしております。 

 以上です。 

     （挙手する者あり） 

議長（丸山久志）  中島教育次長。 

教育次長（中島一也）  ２点目の小・中学生の熱中症対策についてでありま

すが、全国的に熱中症による事故が発生しており、議員ご指摘のとおり、脱

水症を予防するなど適切な対応を図っていくことが重要であると考えており

ます。 

 一つ目の本町の小・中学校での熱中症対策につきましては、まず、児童・

生徒が適宜水分補給することができるように給茶器を設置するとともに、水

筒を持参するように指導しており、特に運動会の時期や土日の部活動など、

必要に応じてスポーツドリンクやお茶に一つまみの塩を入れたものを持参さ

せるようしております。 

 また、温度や湿度の高いところで長時間、運動や作業等をする場合は、休

憩と水分補給の時間を設定するとともに、常に健康観察を行い、運動内容や

時間を調節するようにもいたしております。さらに、体育館等の空調設備の

ない場所では、ドアをあけたり大型扇風機を使って風通しをよくするなどの

温度を下げる対策をとっております。 

 本町におきましては、他市町村に先駆けて平成２０、２１年度に実施して

いただきました町内小・中学校全普通教室への空調設備整備によって、授業

に集中できる環境が整うとともに、暑い時期でも体調不良を訴える児童・生

徒が減少し、熱中症対策としても大きな効果をもたらしております。  

 二つ目の児童・生徒への指導につきましては、保健だより等を活用して、

予防策としての水分補給の仕方や熱中症初期症状についての理解と対応の仕

方など、熱中症から身を守るために必要な指導を行うとともに、保護者にも



 

－１９－ 

啓発をしているところであります。 

 三つ目の教職員の熱中症に関する知識の習得につきましては、国や京都府

からの通知や資料をもとに、熱中症の発生メカニズムや応急手当の方法、対

応体制について、校内研修や職員朝礼の機会を利用して、共通理解を図って

いるところであります。 

 四つ目の経口補水療法につきましては、脱水症状で不足した水と電解質を

口から補給する方法で、その際、素早く吸収できるように糖質、ブドウ糖が

少量配合されている飲料を利用するようであります。環境省発行の熱中症環

境保健マニュアル２０１４には、大量の発汗があった場合には、汗で失われ

た塩分も適切に補える経口補水液やスポーツドリンクを口から与えることが

有効であると示されており、本町では保健室にこれらを備えるようにしてお

ります。 

 いずれにいたしましても、熱中症は重大な事故にもつながる危険があるこ

とから、学校の内外を問わず、児童・生徒の健康管理及び安全指導を徹底し、

熱中症事故の防止に努めてまいりたいと考えております。 

議長（丸山久志）  再質問ございませんか。 

     （挙手する者あり） 

議長（丸山久志）  岡田久雄議員。 

３番（岡田久雄）  １点目の防災機能を備えた公園整備についてのところで、

少し質問をさせていただきたいと思います。 

 公園にかまど型ベンチが設置されているのを、私も確認させていただいて

おります。しかし、区の区長さんをはじめ、区の役員さんや消防団、住民に

はどのように周知をされているのか、また、使用方法や点検などはどのよう

にされているのかお聞きします。 

 また、防災訓練などで地域の自主防災組織が実際にかまど型ベンチを使用

した訓練もこれから必要ではないかなというふうに考えます。町としての今

後の取り組みをお聞きいたしまして私の質問を終わりますので、よろしくお

願いします。 

議長（丸山久志）  答弁願います。 

     （挙手する者あり） 

議長（丸山久志）  脇本総務課長。 

理事（脇本和弘）  岡田議員のご質問にお答えいたします。 
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 先ほどおっしゃっていただきましたように、役員さんにつきましても、毎

年、区長様、副区長様、交代されるということもございますので、改めてそ

ういう周知を図っていきたいというふうには考えております。ただ、地域で

防災訓練、自主防災組織として訓練をやっていただいております区の例えば

都市公園にありますかまど型ベンチなどについては、既にそれを利用しなが

ら炊き出しなどをやっていただいているということは伺っております。 

 それと、防災訓練につきましても、町の防災訓練は１１月にやっています

けれども、水害のとき、地震のときとありますけど、雨のときには、なかな

か外で火というのもないかもわかりませんけれども、野外で地震のときには、

多賀小学校等で前にかまど型ベンチがありますので、そこで利用できるよう

な形でのセッティングはさせていただいております。あと、ほかにある公園

につきましては、先ほども申しましたように、各区長様なり自主防災組織の

皆様に、もう少し十分にお伝えしたいというふうには考えております。  

 以上です。 

議長（丸山久志）  次に、木村武壽議員の質問を許します。 

     （挙手する者あり） 

議長（丸山久志）  木村武壽議員。 

１０番（木村武壽）  １０番、木村武壽です。いつもありがとうございます。 

 通告に基づきまして、次の２点について質問をいたします。１点目につき

ましては、「部落差別解消推進法」の具体的な取り組みについてであります。

２点目につきましては、ふるさと納税の返礼品についてであります。 

 まず初めに、「部落差別解消推進法」の具体的な取り組みについてでありま

す。 

 前回、一般質問で取り上げました部落差別解消推進法については、今後の

取り組みとして、「広報いで」で法律の施行について住民周知を図りながら、

相談体制の充実や教育・啓発、実態調査を府と連携しながら進めていくと本

町からの答えをいただきました。 

 また、全国的にインターネット上の差別情報や差別書き込み、身元調査や

同和地区問い合わせ等の事象から、部落差別は陰湿化しておりまして、法を

制定した国も同様の認識だと思っております。 

 そこで、推進法が求める相談体制の充実や教育・啓発の推進についての具

体的な取り組みをお尋ねいたします。 
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 次に、ふるさと納税の返礼品についてであります。 

 ふるさと納税とは、自治体に寄附をした場合には、確定申告を行うことで、

その寄附金額の一部が所得税及び住民税から控除され、原則として自己負担

額の２，０００円を除いた全額が控除の対象となります。各地方自治体では、

ふるさと納税の寄附金を集めることを目的に返礼品の売り出しが激化し、こ

としの４月には総務省から、返礼品の種類・金額や表示について自粛を要請

する内容の通知が出されるに至っています。 

 また、ふるさと納税の利用の実態について、アンケート調査の結果では、

ふるさと納税者の６割以上が返礼品で自治体を選択と発表されております。 

 本町でも返礼品等があると思いますが、ある住民から、住民の意見としま

して、ふるさとを出て帰れず、墓のことや、雑草が生えて近所の人に迷惑が

かかっていないか気になる。返礼品ではないが、返礼心を返していただくな

ら寄附をしたい等の声を聞いております。 

 本町で、当初以外の返礼品、また品物以外の返礼品の考え方、あり方、今

後の予定、計画を問います。 

 以上です。 

議長（丸山久志）  答弁願います。 

     （挙手する者あり） 

議長（丸山久志）  中谷副町長。 

副町長（中谷浩三）  木村議員の１点目のご質問には、井手町人権教育・啓

発推進本部長であります私の方からお答えいたします。 

 部落差別解消推進法の具体的な取り組みについてでありますが、部落差別

の解消の推進に関する法律の第３条で、地方公共団体の責務として、国との

適切な役割分担を踏まえて、その地域の実情に応じ、部落差別に関する相談

に的確に応じるための相談体制の充実を図るよう努め、必要な教育及び啓発

を行うものとするとされております。 

 この法律の趣旨にのっとり、啓発事業として、まず「広報いで」３月号に

おきまして、本法律が施行された記事を掲載する中で周知を行ってまいりま

した。また、行政を担う全職員を対象に研修会も予定いたしております。さ

らに、６月より、この法律の趣旨にのっとり、相談体制の充実強化を図るた

め、いづみ人権交流センターに相談員を配置してきたところであります。  

 今後も、国・京都府と連携を図りながら、それぞれの役割分担を踏まえて
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部落差別解消に向けて取り組んでまいりたいと考えております。 

     （挙手する者あり） 

議長（丸山久志）  後藤地域創生推進室長。 

理事（後藤崇文）  ２点目のふるさと納税の返礼品についてでありますが、

一つ目の本町での当初以外の返礼品につきましては、本町では平成２８年８

月から町の特産品などを詰め合わせた井手町商工会の井手のうまいもんセッ

トのみを返礼品としておりましたが、井手町商工会と連携をし、町内の事業

者を対象に返礼品の公募申し込みの説明会を開催したところ、現在、複数の

事業者から返礼品の公募申し込みをしていただいているところであります。

今後は、事業に参加する企業等及び対象商品として適当であるか審査を行い、

適当であると認められた場合には、返礼品として追加をしてまいります。  

 二つ目の品物以外の返礼品の考え方、あり方につきましては、ふるさと納

税をしていただいた方への返礼として品物以外の返礼を取り入れることにつ

いては、町内の住民団体から選出していただいた委員で構成される井手町ふ

るさと納税検討委員会において、委員の方々からのご意見をいただきながら

今後検討をしてまいりたいと考えております。 

 三つ目の今後の予定、計画につきましては、平成２９年度第１回目の井手

町ふるさと納税検討委員会を今月中に開催予定であり、ふるさと納税をして

いただいた方への返礼品だけではなく、ふるさと納税によって寄附された寄

附金の活用についても、委員の方々からのご意見をいただきながら検討して

まいりたいと考えております。 

議長（丸山久志）  再質問ございませんか。 

 この際、暫時休憩します。１１時１０分より再開いたします。 

     休憩 午前１０時５７分 

     再開 午前１１時１０分 

議長（丸山久志）  休憩前に引き続き、再開します。 

 村田忠文議員の質問を許します。 

     （挙手する者あり） 

議長（丸山久志）  村田忠文議員。 

６番（村田忠文）  ６番、村田です。事前に通告しております１点について、

質問をさせていただきます。開校予定の支援学校についてであります。 

 平成３２年４月に井手町に支援学校が開校される予定ですが、地域住民と
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の交流は欠かせないものです。障がいのある子どもたち、障がいのない子ど

もたち、その保護者、あるいは地域住民の人たちが互いに理解し合うことは

不可欠であり、ともに活動し触れ合う機会を設けることがいかに大切か、先

日、南山城支援学校の視察研修を通して強く感じました。 

 障害者基本法の第１６条第３項では、国及び地方公共団体は、障がい者で

ある児童及び生徒と障がい者でない児童及び生徒との交流及び共同学習を積

極的に進めることによって、その相互理解を促進しなければならないと示さ

れています。 

 支援学校の開校までに、井手町としても、しっかりと体制を整える必要が

あると思います。特定の担当課だけが担うのではなく、組織的にチーム体制

で進めていくことが大切だと思います。特に地域との連携は、障がいについ

て、また障がい者について住民理解が促進されるよう、早い時期から取り組

みが必要ではないかと思います。 

 そこで、次の３点についてお尋ねいたします。 

 １、今後、各種団体、例えば老人クラブや体育協会などの協力は欠かせな

いものと考えますが、どのような取り組みを考えておられるのか。  

 ２、小学校学習指導要領、中学校学習指導要領第１章の中で、学校がその

目的を達成するため、地域や学校の実態等に応じ、家庭や地域の人々の協力

を得るなど家庭や地域社会との連携を深めること。また、小学校間、幼稚園

や保育所、中学校及び特別支援学校などとの間の連携や交流を図るとともに、

障がいのある幼児児童生徒との交流及び共同学習や高齢者などとの交流の機

会を設けることと示されていますが、小・中学校での交流及び共同学習の実

施計画の時期はどうなっているのか。 

 また、交流及び共同学習の学びを相互に確かなものにするために事前学習

が必要と思いますが、どのような取り組みを考えておられるのか。  

 三つ目に、安全面に関してですが、南山城支援学校では夕方下校時にスク

ールバスだけでなく、福祉サービスの車や保護者の車が５０台以上、児童を

迎えに来ていました。井手町でも下校時には混雑が予想されますが、道路の

安全対策はどうなっているのか、お考えをお伺いいたします。 

議長（丸山久志）  答弁願います。 

     （挙手する者あり） 

議長（丸山久志）  松田教育長。 
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教育長（松田 定）  村田議員のご質問にお答えいたします。 

 開校予定の支援学校についてでありますが、議員ご指摘のとおり、開校に

向けて、小・中学校との交流や共同学習をはじめ、地域住民との交流を図っ

ていくことが重要であると認識しております。 

 一つ目の各種団体との取り組みにつきましては、新設支援学校は地域とと

もに歩む学校を目指すというのが京都府教育委員会の方針でありまして、ス

ポーツや文化活動などを通して小・中学校や地域住民、各種団体との交流や

共同学習を進めていく予定であると伺っております。 

 本町におきましては、ＩＤＥゆうゆうスポーツクラブが南山城支援学校の

教員を講師として招き、あのリオデジャネイロ・パラリンピックで銀メダル

を獲得したボッチャ並びに卓球バレーの教室を先導的に開催され、参加した

小学生たちは楽しく活動することができたと聞いております。 

 このような取り組みを基盤に、円滑に交流を進めていくために、井手町教

育委員会といたしましては、各種団体の協力を得ながら、新設される支援学

校と緊密に連携していきたいと考えております。 

 二つ目の小・中学校での交流及び共同学習につきましては、現在、夏の地

域学校、クリスマス会、卒業・進級を祝う会、このような行事において、本

町在住の支援学校児童・生徒との交流を年間を通して進めているところであ

ります。また、両小学校の５年生児童と中学校の支援学級生徒は、城陽支援

学校での交流も実施しております。 

 さらに、障がいについての理解を深めるため、児童・生徒の発達段階に応

じて学習を進めたり、交流前に事前学習を行ったりするとともに、教員も支

援学校の先生を講師に招いて校内研修も実施しております。開校に向けて、

交流や共同学習が一層進んでいくよう取り組んでいきたいと考えております。 

 三つ目の安全面につきましては、京都府教育委員会においても下校時の迎

え車両に対する安全対策を課題として認識されており、学校敷地内での一時

待機が可能となるスペースの確保とあわせて、混雑時には車両動線を工夫し、

歩行者、スクールバス、車両が交錯することがないよう計画されていると伺

っております。 

 また、本町が整備いたします道路は、２車線、片側歩道、幅員９．５メー

トルで計画しており、南山城支援学校前の道路状況と比べて、道幅も広く、

歩行者と車両も分離され、安全が確保されると考えております。 
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 いずれにいたしましても、平成３２年４月の開校に向けて、各種の事業や

取り組みを着実に進めていくことが大切であると考えております。 

議長（丸山久志）  再質問ございませんか。 

     （挙手する者あり） 

議長（丸山久志）  村田忠文議員。 

６番（村田忠文）  今ご答弁いただきました三つ目の安全面に対してであり

ますが、前回、研修に行かせていただきました南山城支援におきましては、

雨天時とかの対応等も全然なされてないような状態でありました。我々行っ

たときは天気でよかったんですけども、その雨天時につきましてもスムーズ

な乗降をできるような体制がとれたらいいかなと要望します。 

 それと、この開校時の３２年４月に、我が町から今は南山城支援に通って

おられる障がい者の方も高校３年のときを迎えるかなというふうに理解して

おります。その子たちは、今まで向こうで５年間お世話になって、最後の１

年を井手町の支援学校に通うかなというふうに思いますので、その生徒・児

童がスムーズなこちらでの学校生活を送れるようにお願いをいたしまして、

要望として終わらせていただきます。 

議長（丸山久志）  次に、中坊 陽議員の質問を許します。 

     （挙手する者あり） 

議長（丸山久志）  中坊 陽議員。 

８番（中坊 陽）  ８番、中坊 陽です。２点の項目について一般質問を行

います。 

 一つ目として、府立特別支援学校開校準備についてであります。 

 山城地域の特別支援学校における児童・生徒の急増に対応するため、本町

と連携協力のもと、京都府は平成３２年４月、本町大塚地区に特別支援学校

を開校予定されています。 

 そこで、本町の役割である学校への進入道路建設の進捗状況、次に埋蔵文

化財の調査結果と保存についてお聞きします。 

 ２点目として、泉ヶ丘中学校国際交流事業と学習意欲向上についてお伺い

します。 

 泉ヶ丘中学校は平成２４年８月に、オーストラリアの姉妹校と国際理解教

育の推進のため姉妹校提携を行っています。提携後、隔年で１０名程度を相

互派遣しています。この事業をもとに生徒の学力向上も期待されています。 
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 そこで、現在までのオーストラリア遠征事業の状況・成果について、２番

目として、生徒の学習意欲向上の取り組みについてお聞きします。  

議長（丸山久志）  答弁願います。 

     （挙手する者あり） 

議長（丸山久志）  松田教育長。 

教育長（松田 定）  中坊議員よりご質問いただきました２点目の泉ヶ丘中

学校国際交流事業と学習意欲向上について、私の方からお答えさせていただ

きます。 

 平成２４年８月の姉妹校盟約締結以来、海外への興味関心を高め、語学力

の向上と国際的な視野の育成を目指して取り組んでまいりました。その状況

と成果につきましては、現在まで、オーストラリア姉妹校に本町より１９名

の代表生徒を派遣し、姉妹校より同じく１９名の生徒を受け入れております。

本年度は第３期の派遣年度となり、１０名の代表生徒を８月８日から１８日

まで派遣することとなっております。 

 この間、ＤＶＤを使ってお互いの学校行事などの様子を交流したり、職員

室前の廊下に国際交流コーナーを設置して、交流時の写真やオーストラリア

並びに姉妹校に関連したものを展示するとともに、派遣先での活動や体験を

発表する報告会を、中学校をはじめ、小学校や町民文化祭でも行ってまいり

ました。 

 平成２８年度に中学校で実施した生徒アンケートでは、これは「よくあて

はまる」と「まあまあ、あてはまる」の回答合計でありますが、「英語学習へ

の興味や意欲が高まった」という回答が８５．６％、「海外に興味を持つよう

になった」が８８．９％、「留学してみたいと思うようになった」が８０．７％

という結果でありました。 

 次に、生徒の学習意欲向上の取り組みについてでありますが、全校生徒が

姉妹校のペンフレンドと年間３回の文通を行っておりまして、姉妹校からの

代表生徒受け入れ時には積極的に話しかける生徒の姿も見られるようになっ

てきました。 

 また、英語検定受検に向けて、授業はもとより、放課後に学習会を実施し、

４級に全員チャレンジするとともに、３級以上の合格者も年々ふえてきてお

ります。そうした生徒の意欲の高まりもあり、本年度から３級以上について

も、年１回、受検料を全額補助しているところでございます。 
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 このように、各種の検定をはじめ、さまざまな機会に主体的にチャレンジ

する生徒を育てていくとともに、学習習慣の育成や授業中の学習活動の充実

を図りながら、学習意欲と学力の向上を目指して、一層力を尽くしていきた

いと考えております。 

     （挙手する者あり） 

議長（丸山久志）  中村建設課長。 

理事（中村秀一）  １点目の府立特別支援学校開校準備についてであります

が、一つ目の学校への進入道路建設の進捗状況につきましては、現在の進捗

状況はゼロ％でありますが、学校と直接接続する町道２９号線は約８００メ

ートルありまして、約４００メートルずつ第１工区と第２工区に分けて整備

を進めており、先行して整備している第１工区は、本年９月ごろに道路築造

の発注を予定しておりまして、工期は約１年間で舗装の表層工と歩道工を除

き完了する予定であります。予定どおり完了すれば、平成３０年９月ごろに

は進捗率は約４０％となります。 

 町道３号線は、計画幅員９．５メートル工区３００メートルと６．５メー

トル工区５２０メートルの全体延長８２０メートルの整備を進めており、現

在、６．５メートル区間のうち２１０メートルを９月末完了予定で発注して

おりまして、予定どおり進めば約２５％の進捗率となります。また、９．５

メートル区間につきましては、１件の用地交渉を行いながら盛り土をするた

めの工事を順次発注しており、平成３０年度末には舗装の表層工と歩道工を

除き完了する予定でありまして、予定どおり進めば進捗率は約６０％となり

ます。 

 以上です。 

     （挙手する者あり） 

議長（丸山久志）  高江社会教育課長。 

社会教育課長（高江裕之）  二つ目の埋蔵文化財の調査結果と保存につきま

しては、発掘調査は京都府埋蔵文化財調査研究センターが平成２８年７月か

ら平成２９年５月にかけて実施されまして、報告によりますと、４基の古墳

を確認するとともに、土師器、須恵器、耳飾りなどが出土したとのことであ

ります。この調査によりまして、これまで単独の古墳と考えられていました

北大塚古墳が、４基の古墳が存在する群集墳であることが確認されました。

しかしながら、いずれの古墳も、後世の農地の造成などにより、墳丘や石室
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がほぼ壊されている状態であったとのことであります。 

 次に、保存につきましては、遺構の残存状況も良好ではなかったことから、

記録保存にとどめられることとなり、既に調査を終えられております。  

 出土遺物につきましては、現在、京都府埋蔵文化財調査研究センターが整

理作業を行っておりまして、その取り扱いにつきましては、今後、所有者で

ある京都府の意向を把握してまいりたいと思います。 

 なお、特別支援学校の建設には影響がないと伺っております。 

議長（丸山久志）  再質問ございませんか。 

     （挙手する者あり） 

議長（丸山久志）  中坊 陽議員。 

８番（中坊 陽）  ２点目の国際交流について、再質問をします。 

 派遣に応募生徒数の状況、それと派遣生徒の選考基準、これは英語力だけ

を基準にされているのか、ほかのもされているのか、選考基準についてお聞

きします。 

     （挙手する者あり） 

議長（丸山久志）  中島教育次長。 

教育次長（中島一也）  中坊議員のご質問にお答えいたします。 

 まず海外派遣の応募人数でありますが、第１回、平成２５年度は２５名の

応募がございました。２回目の２７年度は３０名の応募がございました。今

回の派遣、２９年度の派遣については２７名の応募がございました。  

 派遣生徒の選考についてでありますけども、基本的には選考の観点といた

しまして、海外派遣に関心と意欲を持って参加できる生徒ということと、泉

ヶ丘並びに井手町の代表としてふさわしい生徒ということで、その意欲面で

ありますとか、生活態度、ルール・マナーを学んで集団活動ができるとか、

そういった語学面以外のものについても選考の基準・観点として捉まえて選

考を実施しているということでございます。 

 以上でございます。 

議長（丸山久志）  再質問ございませんか。 

 次に、谷田 操議員の質問を許します。 

     （挙手する者あり） 

議長（丸山久志）  谷田 操議員。 

９番（谷田 操）  ９番、谷田 操です。 
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 質問の前ですが、本日早朝、委員会なしの参議院の本会議採決という異例

の強行採決で共謀罪法が成立しました。賛成をした自民、公明、維新に強く

抗議するとともに、国民の思想、信条を取り締まることにつながる憲法違反

の法律は断じて廃止しかないという思いを述べまして、質問に入りたいと思

います。 

 １番目に、教職員の勤務実態と健康維持増進についてであります。 

 昨年、本町内で勤務される教職員の方が若くして在職死亡されたというこ

とは痛恨のきわみであり、在職中のご尽力に深く感謝するとともに、ご冥福

を心からお祈りするものです。この際、改めて教職員の勤務実態と健康の維

持増進について、教育委員会の見解を伺います。 

 教職員の勤務時間は１日７時間４５分、週３８時間４５分で、原則として

時間外勤務は命じることができないとなっております。例外として４項目認

められていますが、それにも部活動は含まれておりません。教職員の勤務実

態について、文部科学省が１０年ぶりに実施をした２０１６年度公立小・中

学校教員の勤務実態調査で、中学校教諭の約６割、小学校教諭の約３割が週

６０時間以上勤務し、厚生労働省が過労死ラインとしている月８０時間以上

の超過勤務をしていることがわかりました。調査によると、平日１日当たり

の勤務時間は、小学校教諭で前回調査から４３分増の１１時間１５分、中学

校教諭では同３２分増の１１時間３２分となっております。管理職では、副

校長や教頭という立場の方が小・中学校とも１２時間を超えているという実

態です。多数の教職員が過労死ラインを超える勤務を強いられている現状は

異常なことであり、病気休職者は年間約８，０００人、うち５，０００人が

鬱病などの精神疾患となっております。過労死や過労自殺もたびたび起き、

多くの教職員が健康を害し、命を脅かされるほど働かされている現状はこれ

以上放置できません。本町では、教育委員会は、教職員の勤務時間について、

どのような方法で把握されていますか。正確に把握することができています

か。超過勤務の実態はどうなっていますか。超過勤務解消へ向けてどのよう

な努力を行っていますか。土曜日活用に伴う代休の保障はできていますか。 

 また、教職員の健康維持増進のために、教育委員会はどのような努力を行

っていますか。町内の小・中学校では、それぞれの職場人数が５０人未満で

あるとして、労働安全衛生法に基づく産業医制度や労働安全衛生委員会が設

けられていない現状ですが、教職員の健康維持増進のためには、産業医によ
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る健康管理、労働安全衛生委員会による職場環境向上への努力は欠かせませ

ん。まず、町内３校合同でも産業医の選定と労働安全衛生委員会設置を進め

るべきではありませんか。 

 労働安全衛生委員会の設置が義務づけられていない職場でも、１０人以上

の職場には衛生推進者を配置することとなっております。それぞれの学校で

は誰が衛生推進者となっていますか。教職員にその存在が周知されています

か。衛生推進者はその特別の講習がありまして、それを受講して資格を取得

するというふうになっていると思うんですが、本町では資格を取得されてい

るのでしょうか。 

 泉ヶ丘中学校では本年度から、毎週水曜日は部活動を行わないというよう

に部活休養日が実施されておりますが、その理由は何でしょうか。どのよう

な効果を狙っているのですか。保護者や子どもたちの受けとめはどうなって

いますか。土日、祝日、夏休みなどの長期休業中の部活動についてはどのよ

うな実態で、今後制限を行っていく考えがあるのかどうか伺います。  

 部活動は貴重な教育効果を生む教育の一環でありますが、教職員に違法、

過酷な勤務を強いることになってはいけません。部活動の時間を制限するこ

とは教職員の勤務実態改善に一定効果があり、子どもの健康やゆとりある生

活をも保障するものでもあります。教科指導や生活指導の上でも教育効果向

上をもたらすものと考えますが、教育委員会の見解を伺います。 

 次に、マイナンバーと住民税に関する通知書についてであります。  

 総務省の行政通知や事務連絡では、地方税当局が住民税の特別徴収義務者

に対して税額の決定や変更を通知する書類に納税義務者の個人番号、いわゆ

るマイナンバーを記載して通知するように指示をされております。しかし、

そもそも従業員などの給与等から住民税を天引きして徴収し納付する手続、

これを特別徴収というわけですが、これにマイナンバーは必要ありません。

しかも、総務省の指示どおりに井手町が特別徴収をする企業等への通知書に

納税義務者のマイナンバーを記載することになると、勤務先に自分のマイナ

ンバーを提供していない個人のマイナンバーまで通知することになってしま

います。マイナンバー法では、個人が役所や勤務先に対しマイナンバー提供

を強制する規定はありませんし、提供しなかった場合の罰則も設けられてお

りません。個人がマイナンバーを誰にどのように提供するかしないかは自由

であるのに、これに反して他者がみだりにマイナンバーを提供することは、
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個人情報の自己コントロール権を著しく侵犯し、憲法違反に当たると考えま

す。また、マイナンバーを記載された通知書を受け取る企業の側にも、適切

な管理のための重い負担を負わせることになってしまいます。 

 さらに、町の側も情報漏えいを避けるための管理、点検、発送事務の強化、

もし事故が起こった場合に賠償請求を起こされたらと、そういう備える対応

など、リスクと負担が高まることになります。町税の課税自主権はあくまで

町にあります。総務省令で定められた様式に準じて通知書を作成すればよい

のであって、マイナンバーを記載しないで通知している自治体も多数ござい

ます。京都府内でも、既に宮津市や京田辺市、木津川市などでも誤送付があ

ったと報じられております。このように、リスクや費用を負わせるマイナン

バーの記載は行うべきではありませんが、本町では特別徴収税額の通知書に

マイナンバーを記載したのですか。情報漏えいを避けるためにどのような努

力を行っていますか。誤送付や事故はありませんでしたか。発送方法は普通

郵便か書留か。書留等で送付したとすれば、従来の送付方法より幾ら費用が

増加したのか伺います。 

 ３点目に、山城多賀駅前の公衆トイレについてです。 

 山城多賀駅前の公衆トイレは、２０００年にＪＲ山城多賀駅が改築された

ときに、ＪＲが駅にトイレを設置しない方針だったため、これまで駅にトイ

レがあったのになくなるのは困るという住民の声があり、町が当時２，００

０万円をかけて新築したものであります。これまで多数の住民や駅利用者、

観光客などが利用してきましたが、老朽化が目立っています。天井には雨漏

りの跡がありまして、ペーパーホルダーは破損しております。 

 男性用小便器は壊れておりましたけれども、この間、質問を提出しまして

から便器を取りかえていただきましたので、この点は質問から省かせていた

だきます。 

 トイレットペーパーはほとんどの場合が置かれておりませんが、置かない

方針なのか。町の玄関口として利用されるトイレなので、いつもきれいに補

修を行うべきではないかと考えますが、町の考えをお伺いします。  

 以上でございます。 

議長（丸山久志）  答弁願います。 

     （挙手する者あり） 

議長（丸山久志）  中島教育次長。 
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教育次長（中島一也）  谷田 操議員のご質問にお答えいたします。 

 １点目の教職員の勤務実態と健康維持増進についてでありますが、本年４

月、京都府教育委員会において、教職員の働き方改革のための取り組みを総

合的に進めるため、教職員の働き方改革推進本部が設置され、京都府教育委

員会と府内の市町（組合）教育委員会とが連携、協力して、今後、学校にお

ける業務改善を進めていくこととされています。ご質問の教職員の勤務時間

につきましては、教育委員会としては把握しておりませんが、校長会等の機

会あるごとに会議等の効率的推進と業務改善を図り、教職員が早く帰宅でき

るよう学校管理職へ指導しているところであります。また、土曜活用に伴う

代休につきましては、指定期間内に消化できております。 

 次に、教職員の健康維持増進につきましては、年に１回、町が健康診断を

実施しており、産業医や労働安全衛生委員会につきましては、関係法令に沿

った対応をしているところであります。衛生推進者につきましては、各校と

も有資格者である養護教諭を選任し周知しております。 

 次に、泉ヶ丘中学校の部活動休養日につきましては、生徒の心身のリフレ

ッシュを図り、バランスのとれた心身の成長を促すとともに、教職員の総勤

務時間を縮減し、研修や教材研究、生徒と触れ合う時間を確保することを目

的とし、本年４月から毎週水曜日に実施しております。ＰＴＡ役員などから

は好意的な反応が見られ、生徒たちはリラックスした様子で、部員以外の友

達と交流する姿を見せるとともに、教員にも余裕が見受けられるようになり、

休養日の効果が相互にあらわれてきております。国では運動部活動の運営の

適正化に向けて検討を進めておられるところでありますが、本町では既に取

り組みを始めており、教育委員会としても効果的であると考えております。 

 土日は顧問の判断で休養日を設定したり、練習時間を短縮するなどの工夫

をしており、長期休業中は土日と同様の対応をすることとしております。い

ずれにいたしましても、国や京都府の動向を注視しながら、本町においても、

教員の業務改善を図り、子どもと向き合い、しっかりと指導できる環境づく

りを進めてまいりたいと考えております。 

     （挙手する者あり） 

議長（丸山久志）  乾税務課長。 

税務課長（乾 浩朗）  ２点目のマイナンバーと住民税に関する通知書につ

いてでありますが、個人住民税に係る特別徴収義務者用の税額通知書につき
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ましては、地方税法施行規則第３号様式に定められており、平成２９年度分

以降に適用する様式に新たに個人番号欄が設けられました。これに伴い、本

町におきましては、地方税法第４３条に市区町村は総務省令に定める様式に

準じて特別徴収税額通知を作成することの規定があること、また、総務省か

ら平成２９年度分以降の特別徴収義務者用の税額通知書には個人番号を記載

して通知する旨の通知がなされていることから、これらに基づき、今年度か

ら個人番号を記載して通知しております。なお、京都府内におきましては、

全ての市町村が本町と同様に個人番号を記載して通知しております。  

 次に、情報漏えいを避けるためにどのような努力を行っているかにつきま

しては、個人番号の漏えい防止のため、個人番号が記載された書類につきま

しては、紛失等が生じないよう十分注意するとともに、施錠できるキャビネ

ットに保管し、管理には十分注意しているところであります。 

 次に、誤送付や事故につきましてはございません。 

 次に、発送方法につきましては、今年度から個人番号の記載した書類を送

付することに当たりまして、これまでの普通郵便から配達状況を確認できる

特定記録郵便に変更して送付を行ったところでありまして、当初発送分での

比較で申しますと、従来の送付方法より約１８万円の費用が増額となったも

のであります。 

     （挙手する者あり） 

議長（丸山久志）  中村建設課長。 

理事（中村秀一）  ３点目の山城多賀駅前の公衆トイレにつきましては、現

在、臨時職員による週３回の清掃作業を行っており、美しく気持ちよく使っ

ていただくとともに、破損などを発見した場合には警察に通報するとともに

修繕を行っているところであります。 

 さて、ご質問の天井の雨漏りについては、しみのほとんどが外壁に沿って

発生していることから、原因は雨漏りではなく結露によるものであると確認

しておりますが、一部について、専門家により雨天時に現地確認を行っても

らい、調査をお願いしております。 

 次に、トイレットペーパーの設置につきましては、設置していたトイレッ

トペーパーを用いて放火されたことや、隣接する西部公園の樹木に巻きつけ

るなどの被害が発生したため、現在は設置せず様子を見ているところであり

ます。 
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議長（丸山久志）  再質問ございませんか。 

     （挙手する者あり） 

議長（丸山久志）  谷田 操議員。 

９番（谷田 操）  まず、教職員の勤務実態の件ですけれども、堂々と把握

していませんとおっしゃいますので、これは把握してなかったら、どのよう

な縮減努力をするかということも、もとがわからなかったらやりようがない

じゃないですか。京都府の方は、府教諭は時間外を２０％削減するとか８時

退勤を徹底するとか言っているわけです。実際、井手町が今、何％の時間外

があって、何時に皆さんが退勤しているのかがわからなかったら、京都府の

言っているような目標に照らして行動することはできないわけで、即座に出

退勤調査を実施してください。それはやらないとだめです。それで、その調

査をやることで、自分の働き方をまた見直していただく機会にもなると思い

ますし、これは必ず出退勤調査を即座にやってもらう。そして、正確に把握

するための方法をちゃんと検討してもらわないと、管理職任せというのでは

困ると思います。教育委員会の責任が問われます。 

 次に、部活動の問題ですが、総勤務時間縮減に役立つということで、まず

一つの取り組みだと思うんですけれども、土日、祝日、長期休業中というの

が一番、教職員にとっては負担が大きいわけです。そこのところが顧問の判

断任せとなっているのは、やはりいかがなものか。水曜日を部活休養日と設

定して効果が上がっているというのならば、やはり土日、祝日、長期休業中

についても何らかの対策を検討するべきじゃないか。ことし、夏休みなどに

どのような実態で行われているのかということも、それも調査しないとだめ

だと思います。きちんと実態をまず把握してください。できますでしょうか。  

 それと、ちょっと本筋とは違うかもしれないんですが、部活動の関係で、

子どもたち、持ち物が多いわけです。それも子どもの健全発達ということで

いうと、今使っているかばんが、中学生のかばんですが、片側からかけるシ

ョルダー式で５，６００円するわけですけれども、皆さん、子どもたち、ひ

もを両肩にかけてリュックのようにして登下校されている方が非常に多いわ

けです。近隣の中学校、南城陽中学校などを見ていますと、自由ですけれど

も、リュック式の子どもたちがほとんどで、これはやっぱり、部活動の品物

とかも多いので、子どもの姿勢を正しく保つということで考えても、かばん

は再検討された方がいいんじゃないか。子どもたちにアンケート、ＰＴＡと
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かでも一度考えていただいたらどうかと思っています。 

 次に、マイナンバーの問題ですけれども、質問通告の欄に、ことし何人分、

何件の事業所に送ったのかということが質問の中に抜けておりましたので、

それが今、資料があるならばお答えをいただきたいと思います。 

 それで、この住民税通知は井手町だけじゃなくて府民税の通知も兼ねてい

るわけで、京都府はこの点についてどう言っているのか。マイナンバーの記

載についてと送付方法について、京都府からは何らかの指導なり相談なりあ

ったのか。 

 それと、いくら特定記録であろうが簡易書留であろうが、誤送付してしま

ったらどうしようもないわけです。京田辺も木津川も簡易書留だそうです。

宮津は普通郵便だそうですが、それでも誤送付は生じるわけです。人間がや

っている作業ですから、井手町で一切起こらないとは言い切れないし、従来

からも本当に１件もなかったかと言われたら、あったかもしれないと思うん

ですけれども、その点どうでしょうか。作業は何人でやりますか。この誤送

付があった自治体で再発防止を聞かれて、やはり単独で作業しているのでよ

くなかった、複数で作業するようにしますというようなことを答えておられ

るところがあるわけです。本町では何人の作業でこの送付作業をやっている

のか、お伺いします。 

 それと、多賀駅のトイレですけれども、女性用のトイレの天井が一番ひど

いんですけれども、あそこに入るのはやっぱり非常に不快を感じるわけです。

天井が真っ黒ですから。それは雨漏りなのか結露なのかわかりませんが、き

れいに常に掃除もしていただいているわけですから、塗りかえるとか、長く

もつような補修をやってほしいと思いますが、雨天時にこれから確認される

ということですね。その上で、ぜひ天井の塗りかえ等は検討いただきたいと

思うんですが、もう一回お答えをお願いします。 

 以上です。 

議長（丸山久志）  答弁願います。 

     （挙手する者あり） 

議長（丸山久志）  中島教育次長。 

教育次長（中島一也）  谷田議員のご質問にお答えいたします。 

 まず、一つ目の勤務時間の関係でございます。京都府は、この働き方改革

の中で、超勤の２０％削減、８時退勤を目標とされているところでございま
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す。勤務時間について、府内、正確に教育委員会が把握されているところは

ほとんどないという現状でございます。そういった中で、本町、８時退勤で

すけども、ほぼ達成を既にできているというふうに報告を受けております。

正確な把握につきましては、現在、京都府が府立学校において試行的にそう

いう把握するシステムを試されている、試行されているというところでござ

います。それを、試行の状況を踏まえて全府立校にシステム導入するという

ことを今検討されているところでありますので、それらを参考に本町でも検

討してまいりたいというふうに考えております。 

 次に、部活動の関係で、土日の関係でございますけども、例えば土日２日

間あるわけなんですけども、基本的にどちらか１日休みにする、練習試合等

の関係もございますので、一概にこの日を休めという取り決めはしておりま

せんが、その辺は顧問の判断に任せて、土曜日半日、日曜日半日であります

とか、土曜日１日やって日曜日は休むとか、そういった方向性は学校の方で

示しておりまして、そういった方向性の中で顧問が判断して実施していると

ころであります。 

 次に、かばんの関係のご質問でございますけども、学校の指定のかばんに

つきましては、保護者でありますとか児童・生徒の意見も取り入れながら各

校が判断しているものでございますので、教育委員会としては特段指示する

ようなことはございません。 

 以上でございます。 

議長（丸山久志）  答弁願います。 

     （挙手する者あり） 

議長（丸山久志）  乾税務課長。 

税務課長（乾 浩朗）  ただいまのご質問、マイナンバーに関する部分です

けども、今回、平成２９年度の特別徴収義務者に対する納税の通知の関係で

すけども、対象者の人数ですけども、１，８６７人で、事業所、特徴義務者

には１，１４９件の送付をいたしました。 

 それと、今回のマイナンバーの記載に関して京都府からの指導があったの

かということですけども、京都府の方からは、その総務省からの通知、今回、

２９年度からマイナンバーを記入することということで指示がありますので、

それに従って適切に取り扱うことということで指導がなされてきています。 

 次に、誤送付はなかったのかということですけども、それはございません。  



 

－３７－ 

 封入の作業等を何人で行っていたかということですけども、基本２人１組

で作業を行っていまして、２人もしくは４人で封入作業の方を行ってきたと

ころであります。 

 以上であります。 

     （挙手する者あり） 

議長（丸山久志）  中村建設課長。 

理事（中村秀一）  谷田 操議員のご質問にお答えします。 

 天井についてのご質問でございますが、答弁させてもらったとおり、原因

を明らかにし、修繕方法についても専門家の見解を伺いたいと考えていると

ころでございます。 

 以上です。 

     （挙手する者あり） 

議長（丸山久志）  谷田 操議員。 

９番（谷田 操）  マイナンバーについて一言申し上げますけれども、非常

に必要のないものにまでマイナンバーを記載して、無駄な事務をふやして、

無駄な出費をふやして、受け取る側にも情報漏えいのリスクを負わせる。本

当に百害あって一利なしと。逆にこれで、事務の軽減どころか、役場は事務

量がふえているじゃありませんか。こういうものは廃止するしかないという

意見を述べて、質問を終わります。 

議長（丸山久志）  これで一般質問を終わります。 

 この際、暫時休憩します。１時より再開いたします。 

     休憩 午後 ０時００分 

     再開 午後 ０時５８分 

議長（丸山久志）  休憩前に引き続き、再開します。 

 日程第５、議案第９号、井手町水道事業給水条例の一部を改正する条例制

定の件及び日程第６、請願第１号、拙速な水道料金値上げを行わないよう求

める請願の２件を一括議題とします。 

 本２件に対する委員長の報告を求めます。 

     （挙手する者あり） 

議長（丸山久志）  岡田久雄水道事業審査特別委員会委員長。 

３番（岡田久雄）  ３番、岡田久雄です。 

 それでは、水道事業審査特別委員会委員長報告をさせていただきます。  
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 本委員会に付託された議案第９号、井手町水道事業給水条例の一部を改正

する条例制定の件、請願第１号、拙速な水道料金値上げを行わないよう求め

る請願について、委員会における審査の経過並びに結果についてご報告申し

上げます。 

 本委員会は、４月１０日、５月２５日の２日間にわたり、町長並びに関係

者の出席を求め、慎重かつ熱心に審査が行われたところでございます。 

 次に、審査内容の報告等に入るわけでありますが、議員全員が委員となっ

ておりますので、審査の経過で出ておりました質疑の内容等の報告並びに討

論の報告は省略させていただきますので、よろしくお願いいたします。  

 次に、質疑並びに討論の終了後に本案に対する採決を行ったところであり

ます。 

 それでは、本委員会における審査の結果についてご報告申し上げます。  

 議案第９号、井手町水道事業給水条例の一部を改正する条例制定の件につ

きましては、賛成多数をもちまして原案のとおり可決すべきものと決しまし

たので、ここにご報告申し上げます。 

 次に、請願第１号、拙速な水道料金値上げを行わないよう求める請願につ

いて申し上げます。 

 さきに議決されました議案第９号に関連する内容であり、議案が可決され

たことによりまして、本請願は不採択と決しましたので、ここに報告申し上

げます。 

 水道事業審査特別委員会委員長、岡田久雄。 

 以上です。 

議長（丸山久志）  本件につきましては、議員全員で構成する委員会で慎重

に審査が行われ、委員会におきまして質疑が終了しておりますので、本会議

での質疑を省略します。 

 これより、議案第９号、井手町水道事業給水条例の一部を改正する条例制

定の件の討論を行います。 

 討論はありませんか。 

     （挙手する者あり） 

議長（丸山久志）  谷田 操議員。 

９番（谷田 操）  ９番、谷田 操です。 

 ただいま議題となっています議案第９号、井手町水道事業給水条例の一部
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を改正する条例制定の件に反対の立場で討論します。 

 水道は井手町住民が憲法２５条で保障された健康で文化的な生活を送るた

めに、一日たりとも欠かすことができないものです。このたびの改定は、平

均１４％の水道料金値上げと基本水量の見直し、現在の家事用と営業用に区

別する用途別料金体系から口径別料金体系に変更するものです。これが実施

されれば、多大な悪影響を住民生活に与えるもので、反対です。 

 反対の理由の第１は、まず決め方の問題です。昨年、上下水道事業経営等

審議会が創設されましたが、設置を決めるときには値上げありきの審議会で

はないなどと説明しながら、第２回目からはもう料金値上げの検討が始まり、

わずか４回しか開かれておりません。値上げの諮問を受けてからは、非公開

でわずか２回で答申を出し、その後は開かれず、新年度水道予算についてや

経営戦略の最終調整についても何も審議しておられません。住民からの公聴

会やパブリックコメントなどもなく、まさに値上げのためだけの密室の審議

会だったと言わざるを得ません。 

 料金を滞納すると給水を停止しますよというお知らせは何度も広報に載り

ますが、これまで水道会計の現状について、住民へのお知らせはどのように

行ってきたのでしょうか。これまでの用途別料金だと、利用実態と違う低料

金で申請されており不公平が生じているという説明がありましたが、それな

らば、営業用の場合は営業用と申請してくださいという勧奨をどの程度やっ

てきたというのでしょうか。住民にとっては、値上げはまさに寝耳に水です。

決めてからお知らせしたらいいという態度では、住民が主人公の行政とは言

えません。 

 議会の方も、行政がやらないなら議会で住民の意見を聞く場を持つことも

できますし、水道料金についての請願が出されているのだから、請願者を議

会に呼んで意見を聞くなど、他の自治体議会で広く行われているような場も

持っていないのも問題と言わざるを得ません。 

 反対理由の第２は、審議会や議会の特別委員会で示された財政シミュレー

ションが余りに現実的でないということです。耐用年数が１７年だと強調し

ているろ過器の更新も、前回の更新前は耐用年数の２倍以上、４１年も使っ

ていたろ過器もありました。この点を特別委員会で追及すると、耐用年数が

１７年であると言っているだけで、１７年で更新するとは一言も言っていな

いという答弁がありました。しかし、資料の中の井手町水道事業将来シミュ
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レーションというグラフには、平成３９年、耐用年数だとは書いてないんで

す。平成３９年、浄水場設備更新２億３，０００万円と確かに記載されてい

るわけで、これを見れば誰でも、３９年に更新する、お金が足りなくなると

思わせるというものになっています。現実にはアセットマネジメントという

方式を使って長寿命化を図るのであって、１０年後に一気に２億３，０００

万円投資が必要になるというのは現実的ではありません。ましてや、施設稼

働率は５５％しかない。もっと長期の設備利用が可能なはずです。値上げを

正当化するためのシミュレーションではなく、現実的なシミュレーションを

行うべきです。 

 反対理由の第３は、生活に欠かせない水道料金は光熱水費の中でも税金に

近いもので、値上げは住民生活を直接強く圧迫するということです。年金削

減、非正規雇用の拡大、医療や介護の負担増、子どもの貧困の深刻化など、

収入がふえない中で社会保障の給付減と住民負担がふえ、水道料金まで上が

れば、さらに住民生活を苦しめることになります。過度の節水を招くと公衆

衛生の悪化にもつながります。町は約２０年間料金を引き上げていないと言

いますが、住民にとっては、消費税引き上げ分が水道料金に上乗せされ、３

年前に負担はふえたばかりです。値上げしても府内平均より安いという説明

もありましたが、府営水道の高い受水費に苦しむ自治体との比較は比較にな

りませんし、近隣市町と比べれば、井手町は決して安くありません。宇治市、

久御山町、八幡市などは、低所得世帯等に福祉減免も行っており、見習うべ

きではないでしょうか。 

 反対理由の第４は、全国的に人口減少時代に入り、このまま水道会計の独

立採算制度の維持は続けられないということです。現状でも政策的な一般会

計の繰り入れを行っているではありませんか。幸い本町は一般会計が黒字で

基金も潤沢なのですから、苦しい水道会計を補って料金値上げを回避するこ

とは町長の政治決断次第です。国に対しても柔軟な対応を認めるよう要求す

るべきです。 

 第５の理由は、おいしい地下水を守る努力をするべきだということです。

地下水を大量に無償でくみ上げている企業にも応分の負担と地下水保全の努

力を求めることが必要です。特に企業立地促進条例などで優遇を受けている

企業には、一定割合の上水利用を要請することはできるはずです。  

 以上、５点の反対理由を挙げましたが、住民の皆さんからは、１次分で５
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７２筆、２次分で１１９筆、３次分で６４筆、合わせれば７５５筆もの値上

げ中止を求める署名が既に町長に提出されています。今回の値上げ、改定は、

清浄にして豊富低廉な水の供給を図り、もって公衆衛生の向上と生活環境の

改善とに寄与するという水道法の精神からも中止するべきだと考え、反対い

たします。 

 以上です。 

議長（丸山久志）  ほかに討論ありませんか。 

     （挙手する者あり） 

議長（丸山久志）  村田忠文議員。 

６番（村田忠文）  ６番、村田です。 

 ただいま議題となっております議案第９号、井手町水道事業給水条例の一

部を改正する条例制定の件に賛成の立場で討論いたします。 

 本町の水道料金は、平成９年度の改定後、２０年間も値上げせずに今日ま

で経営努力を重ねられ、安心・安全な水道水の安定供給を行ってこられまし

たことにまずもって敬意をあらわすとともに、感謝申し上げたいと思います。 

 水道事業は住民の生活や社会活動を支える重要なライフラインであります。

常に安全で良質な水の安定供給が水道事業者の責務であり、本町の水道事業

継続のために最大限の経営努力をなされていることが、蛇口をあければおい

しい井手町の水が毎日飲めることでもわかります。 

 特別委員会でも説明されたように、前回改定後、これまで、人件費の削減

や業務改善により、費用縮減、企業債抑制による利子負担の軽減など、徹底

した経費削減に取り組まれてきました。とりわけ人件費については工夫をさ

れ、一般会計からの繰り入れがある下水道会計で人件費の高い職員を計上し、

井手水と多賀水の人件費の削減をされてきました。また、業務改善により、

費用縮減や企業債抑制による利子負担の軽減など、徹底した経費削減に取り

組まれた結果、２０年間も値上げをせずに現行料金を維持されてきたわけで

あります。 

 しかしながら、人口減少や高齢・単身世帯の増加、節水機器普及等により、

料金収入の減少が続いております。多賀水にあっては基金を取り崩しながら

やりくりをされており、その基金もあと２年で底をつく状況と説明を受けま

した。このままでは多賀水の経営が破綻することとなり、深刻な状況と言わ

ざるを得ません。また、全国的に問題となっております施設の老朽化対策が
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近々の課題であります。水道管の耐用年数は４０年でありますが、本町でも

４０年を超える管が既にあることから、早急に更新事業に取り組むべきであ

ります。さらに、今後到来する重要な電気や機械施設の更新時期に適切な対

応ができるような資金確保は、水道事業の経営の重要な課題であります。  

 今回の改定内容を見ますと、井手町上下水道事業経営等審議会の答申内容

を十二分に反映された内容となっています。特に高齢・単身世帯などの小口

利用者への配慮としての口径１３ミリと２０ミリの基本水量と基本料金の値

下げは、町理事者の住民に対する影響を最小限にとめるものという基本姿勢

そのものであり、高く評価するものであります。また、用途別から口径別へ

の体系の変更は全国的な流れとなっており、負担の公平性を確保されたこと

も高く評価するものであります。さらに、今回の料金改定を行ったとしても、

水道と下水道を合わせた上下水道料金は、現行の京都府内の安い方から４番

目という位置に変わりがないことも高く評価するものであります。  

 以上のような理由から、安心・安全な水道水を次世代に引き継いでいくた

め、本議案に賛成するものであります。 

 以上です。 

議長（丸山久志）  ほかに討論ありませんか。 

     （「なし」の声あり） 

議長（丸山久志）  これで討論を終わります。 

 これより、議案第９号、井手町水道事業給水条例の一部を改正する条例制

定の件を採決します。 

 本件に対する委員長の報告は可決であります。本件は委員長の報告のとお

り決定することに賛成の議員は挙手願います。 

     （賛成者挙手） 

議長（丸山久志）  挙手多数です。したがって、議案第９号は原案のとおり

可決することに決定しました。 

 次に、日程第６、請願第１号、拙速な水道料金値上げを行わないよう求め

る請願についてを議題とします。 

 請願第１号は、委員長報告のとおり、ただいま議決されました議案第９号

に関連する内容であり、議案が可決されたことによりまして、本請願は不採

択とみなすことにご異議ありませんか。 

     （「異議あり」の声あり） 
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議長（丸山久志）  異議がありますので、挙手により採決をいたします。 

 本請願を採択することに賛成の議員は挙手願います。 

     （賛成者挙手） 

議長（丸山久志）  挙手少数です。よって、本請願は不採択とすることに決

定いたしました。 

 日程第７、議案第３２号、井手町教育委員選任につき同意を求める件を議

題とします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。 

     （挙手する者あり） 

議長（丸山久志）  脇本総務課長。 

理事（脇本和弘）   

     （議案第３２号を朗読説明） 

議長（丸山久志）  これで提案理由の説明を終わります。 

 本件につきましては、質疑、討論を省略し、直ちに採決を行います。  

 これより、議案第３２号、井手町教育委員選任につき同意を求める件を採

決します。 

 議案第３２号に同意することに賛成の議員は挙手願います。 

     （賛成者挙手） 

議長（丸山久志）  挙手全員です。したがって、議案第３２号は同意するこ

とに決定しました。 

 以上で本日の日程は全部終了しました。 

 本日はこれで散会いたします。 

 なお、次回は６月２３日午前１０時から会議を開きます。 

     散会 午後 １時１６分 
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右、会議の経過を記載して、その相違ないことを証するため、ここに署名する。  
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